
（別紙様式）                                                                             （Ａ３判横） 

平 成 ２９ 年 度 学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ さいたま市立浦和高等学校 ）     
 

目 指 す 学 校 像 
中高一貫教育の特性を生かした特色ある取組を進めるとともに、高いレベルの教育活動を積極的に

展開し、明るく活力があり、高い志を持った生徒を育成する。 
      ※学校関係者評価実施日とは、最終回の 

 学校評価懇話会を開催し、学校自己評 

 価を踏まえて評価を受けた日とする。        

達 

成 

度 

Ａ ほぼ達成(８割以上)  

重 点 目 標 

１ 中高一貫教育校の特性を活かした質の高い学びを展開する。 

２ 「文武両道」の理念に立ち、バランスの取れた教育活動を進めるとともに、第 1志望の進路を 

実現する。 

３ 国際理解教育の充実と開かれた学校づくりの推進を図る。 

 Ｂ 概ね達成(６割以上)   
出席者 学校関係者    ９名 

    生徒       ３名 

    事務局(教職員) １８名 

 Ｃ 変化の兆し(４割以上)   

 Ｄ 不十分(４割未満)   

   ※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。 

   ※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 
         

学 校 自 己 評 価  学 校 関 係 者 評 価 

年 度 目 標 年 度 評 価 （ ２ 月 １ 日 現 在 ）  実施日 平成３０年 ２月 ９日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校関係者からの意見・要望・評価等 

１ 

 中高一貫教育校の特性を活かした教育

活動を進め、内進生と高入生が相互に切

磋琢磨し、学力の向上が図られている。

また、「チーム市立浦和」の合言葉の

下、中高の連携強化が推進されてきてい

る。 

 一方で、学習指導要領の改訂や高大接

続改革等を踏まえ、本校生徒に身につけ

させたい力を明確にし、授業改善や教科

指導の見直し等に取り組み、より質の高

い学びを充実させる必要がある。また、

教員の研修を奨励し、指導力の一層の向

上を図る必要がある。 

・中高一貫教育の特性を

活かした指導の充実。 

 

・中・高連携体制の一層

の強化 

①中高教員の連携を密にし、生徒の

状況の共有化により、中高の望まし

い接続を図る。 

②内進生、高入生の望ましい学級編

成や六年間を見通した教育課程の具

体的な方向性を検討する。 

①中高合同の会議・研修会等の実

施回数が増加したか。 

 

②生徒ｱﾝｹｰﾄの｢中高連携はうまく

いっているか｣の肯定的回答が前

年比上昇したか。 

①中高合同職員会議 11 回、中

学校教育相談会議への参加３

回、中高合同研修会２回（５

月、７月）、高校新１年と旧

中３学年団の連絡会議を２回

実施した。 

②肯定的な回答が前年比 0.4

ﾎﾟｲﾝﾄ上昇した。 

③高大接続に関する本校の取

組をまとめ、学校説明会等で

配布した。 

④年３回教員研修を実施し

た。 

⑤前年比－3.5 ﾎﾟｲﾝﾄ減少して

いる。 

B 

①中高接続を円滑にする生

徒個々の詳しい情報共有の

取組は、大いに役立ったの

で次年度も継続したい。 

②結果が現れたので継続。 

③高大接続改革を踏まえた

本校独自の取組について、

をさらに研究を深める。 

④教員が研修に参加しやす

い環境を整える。 

⑤ｱﾝｹｰﾄ結果を重く受け止

め、授業改善を重点的に推

進することが課題である。 

 

・合同職員会議が頻繁に開かれている点

は非常に高く評価される。 

・目標への達成意欲を持ち、自己啓発す

る姿勢の強さが必要であり、真剣に取り

組む人に育って欲しい。 

・このｼｰﾄから学校の一体感が伝わる。 

・生徒は授業でわからないことがあった

らそのままにせず、教員は理解できてい

ない生徒を置き去りにしないことが大切

である。 

・後援会として､先生方の研修を支援し

ているが、環境整備が課題である。 

・ｱﾝｹｰﾄの「先生方の授業は分かりやす

いですか。」という項目を評価したい。 

・中高連携はうまくいっているかという

生徒ｱﾝｹｰﾄの結果が向上している。 

・学習指導要領や高大接

続改革への対応の検討 

 

・教員の指導力の向上と

質の高い学びの充実 

③次世代シラバス検討・学力向上委

員会が連携し、次期学習指導要領や

高大接続改革に対応した学校指導方

針を構築する。 

④教員研修を充実させ、授業改善並

びに質の高い教科指導を実践する。 

 

 

③次期学習指導要領・高大接続改 

革を踏まえた検討が進められた

か。 

 

④教員研修が充実したか。 

⑤生徒ｱﾝｹｰﾄ｢先生方の授業はわか

りやすいか｣の肯定的回答が前年

比上昇したか。 

２ 

生徒や保護者の要望に応える高いレベ

ルの授業や計画的な進路指導を展開し、

難関大学等への進学実績の向上が見られ

る一方、最後まで諦めずに、第 1 志望へ

の進学を目指す高い志と強い意志を育む

必要がある。 

部活動や学校行事へ積極的に取り組み

成果を上げており、引き続き「知・徳・

体」のバランスの取れた人間形成を進め

る必要がある。一方で、行事の在り方の

見直しや、取り組み方法の改善、教職員

の指導協力体制の改善など、より実効的

で効果的な方法を継続的に検討していく

必要がある。 

・計画的・組織的な進路

指導の実施 

 

・生徒・保護者と連携し

た、個に応じた指導の

充実 

①学力向上委員会と連携し、進路指

導部が中心に系統的・計画的な進路

指導を遂行する。 

②生徒･保護者のニーズに応えた進路

関連情報の的確な提供と第１志望を

諦めない進路指導を充実させる。 

①センター試験の受験率・得点状

況が前年比上昇したか。 

 

②国公立大学や難関大学、医学部

などの合格者数は増加したか。 

 

①受験率は前年度と全く同じ

数値の 96.5％で、得点状況も

県内ﾄｯﾌﾟｸﾗｽである。 

②増加が見込まれる。 

③加入率は良好、ｲﾝﾀｰｱｸﾄ部が

全国初の三回目となる世界大

会出場を決め、陸上部の関東

大会出場、吹奏楽部の西関東

大会金賞などが顕著な実績。 

④体育祭のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを生徒・教

員で協議を重ね、改善した。

また、PTA 交通安全指導では、

保護者の負担軽減の観点か

ら、日数を縮減した。 

⑤ほぼ横ばいの値となった。 

A 

①今後ともﾃﾞｰﾀ分析による

計画的・組織的な進路指導

を推進する。 

②市教委の施策に基づいて

第一希望の合格率の向上を

さらに推進する。 

③高いﾚﾍﾞﾙでの学習と部活

動の両立は、本校の教育理

念である。 

④安心・安全な学校行事の

実施と、高大接続改革を踏

まえた行事の精選、見直し

が課題となる。 

⑤服装などで注意を受ける

生徒はほぼ皆無である。 

・行ける大学でなく、行きたい大学とい

うｽﾛｰｶﾞﾝは重要である。大学全入時代で

あるからこそ真剣に考えるべき。 

・周辺の小中学校から見た市立浦和高校

は、魅力ある学校と思う。だが、入るの

が難しい学校である。 

・ｲﾝﾀｰｱｸﾄ部の活躍など、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力

の教育への先進的な取組が期待される。 

・志願倍率が２倍を超えると、公立とし

ては二の足を踏む中学生もいる。以前、

中学受験は多くはなかったが、６年制と

いうことは小学生の保護者の間で魅力と

なっている。 

・進路指導・学習満足度の評価などは学

年毎の数値が大変気になる。 

・部活動や学校行事にお

ける生徒の活動の奨励

と、学校全体を見通し

た効果的な在り方の再

検討 

③部活動の推奨と活動を支援。 

 

④学校行事の内容的充実と行事の効

果的な精選の検討を図る。 

③部活動加入率の向上と、顕著な

活動実績があったか。 

④行事の精選が図られたか。 

 

・生徒指導の充実・徹底 

⑤基本的生活、安全指導、いじめ防

止等に積極的に取り組み、生徒の社

会性の向上を図る。 

⑤保護者ｱﾝｹｰﾄの「生徒規律」に

関する各項目の肯定的回答が前年

比上昇したか。 

３ 

 米国リッチモンド市の姉妹校との交流

や海外修学旅行の実施、留学、部活動選

抜選手の海外遠征など、多彩な国際交流

活動を展開している。 

一方で、不安定な国際情勢を踏まえ、

安全を確保しつつ、広い視野と高い英語

力、国際感覚を身につけた、国際社会に

貢献できる人材の育成を追求する必要が

ある。 

ホームページの充実や土曜公開授業、

学校説明会、中学校訪問などの機会を活

用した本校の教育活動の積極的な発信が

求められる。 

・国際理解教育の推進 

 

・実施上の安全確保の徹 

 底 

①生徒の安全確保を前提に、海外修

学旅行や姉妹校との相互交流、留学

生の受け入れ及び派遣などの多様な

国際交流の機会提供を推進する。 

①国際交流活動等の取組の実施回

数及び内容の充実が図られたか。 

 

 

①ﾘｯﾁﾓﾝﾄﾞ市姉妹校との交流及

び海外修学旅行を実施した

他、新たな取組としてｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ

海外研修を企画中である。 

②前年比ｾｯｼｮﾝ数 42,974 件

増、ﾕｰｻﾞｰ数 14,855件増。 

③土曜公開授業の来校者は 126

人減。学校説明会は、学習塾

対象説明会を２件増やした。ｱ

ﾝｹｰﾄの満足度は上昇した。生

徒募集活動では、来年度１ｸﾗｽ

増にあって、１月１２日新聞

発表の進路希望調査では、前

年とほぼ変わらぬ数値となっ

た。 

A 

①ｸﾛｰﾊﾞｰﾋﾙ高校との交流

は、実績を積み重ね本校の

魅力の一つとして定着して

いる。新たなﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑにも期

待したい。 

②ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞを一層充実させ

るためにも全ての教員が情

報掲載できるよう情報ｽｷﾙの

向上を図りたい。 

③土曜公開授業の来校者数

はやや減ったが、志願倍率

は変わらなかった。これ

は、教員が直接中学校を訪

問するなどの地道な生徒募

集活動の成果が表れた。 

 

・ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞを見ると、部活によってよく

更新している部とそうでない部が見られ

る。せっかくのﾎ^ﾑﾍﾟｰｼﾞなのだから部活

の状況がもっとわかることが望ましい。 

・ﾘｯﾁﾓﾝﾄﾞ市姉妹校派遣の他に新たに取

り組むﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑには大いに期待したい。 

・骨を丈夫にすることをはじめ、体づく

りのためには、栄養面の他に負荷を与え

た運動が必要と考える。 

・学校内外で目にするが、生徒同士の規

範意識を高める声掛けは微笑ましい。 

・英語の授業のﾚﾍﾞﾙが高いので、満たさ

れていない生徒もいるようだ。そうした

生徒にも対応しうる進学校に見合った指

導をして欲しい。 

・学校情報の積極的な発 

信と地域連携の推進 

 

・生徒募集の充実 

②ニーズに応えたホームページの改

善と学校情報の積極的な発信を進め

る。 

③土曜公開授業や学校説明会の内容

の充実と中学校訪問及び上級学校訪

問などにおける生徒募集活動を積極

的に取り組む。 

②ホームページの閲覧件数の上昇

がみられたか。 

 

③土曜公開授業、学校説明会の参

加者数とｱﾝｹｰﾄの満足度が上昇し

たか。 

 

 


